
平成 30年度

石川県立小松工業高等学校同窓会

常任理事会
日時 : 6月 23日 (土 )

午後 6時 00分
会場 : 諏訪会館

1。 同窓会長挨拶

2.学 校長挨拶

3.議 題

1) 平成 29年度 事業報告および決算報告

2) 会計監査報告

3) 本部役員及び常任理事の異動について (案)

4) 平成 30年度 事業計画 (案)および予算 (案)

5) 創立 80周年記念事業の状況について

6) その他

※午後 7時より懇親会・新旧教職員の方々の歓送迎会を

行いますので効率的審議にご協力下さい。



石川県立小松工業高等学校同窓会 平成29年度事業報告

年 月 日 事 業 名 場 所 内 容

平成29年 4月 10日 (月 ) 入学式 本校第一体育館 本部より会長以下 5名出席

2 平成29年 5月 13日 (土) 円 A総会 本校第一体育館 会長出席

●
● 平成29年 6月 9日 (金 ) 常任理事会準備会 同窓会館

会長以下 5名出席

学校庶務 1名出席

4 平成29年 6月 21日 (水 ) 加賀支部設立準備会
旧加賀市民病院内

「さくら」
会長出席

5 平成29年 6月 24日 (土 )

常任理事会、

新旧教職員歓送迎会
ホテルサンルート小松

本部役員、常任理事

30名 出席

6 平成29年 7月 2日 (日 ) 白山能美支部総会 川北町 喜水苑 本部より会長以下 4名 出席

7 平成29年 7月 9日 (日 ) 中京支部総会
名駅 Osteria Consent

名古屋駅店

本部より会長以下 4名 出席

学校より3名 出席

8 平成29年 7月 14日 (金)

インターハイ

出場選手激励会
本校

会長出席

生徒:6競技 41名参加

9 平成29年 7月 14日 (金) 総会準備会 同窓会館
会長以下 5名 出席

学校庶務、会計 2名出席

10 平成29年 7月 19日 (水)

インターハイ

出場選手激励会
市役所 会長出席

平成29年 7月 22日 (土 ) 総会 ホテルサンルート小松
本部役員、常任理事、会員、

計 80名 出席

12 平成29年 9月 5日 (火 ) 体育祭 本校グラウンド 会長出席

13 平成29年 9月 13日 (水 ) 就職試験激励会 本校 会長出席

14 平成 29年 11月 12日 (日 ) 関西支部総会 大阪第一ホテル
本部より会長以下 6名 出席

学校より1名出席

15 平成29年 11月 18日 (土 ) 加賀支部発足総会 加賀市 長生殿
教頭先生出席、42名 参加、

本部から会長以下 3名 出席

16 平成30年 1月 26日 (金)

関東 0中京・関西支部

学校訪問
同窓会館

会長出席予定

(大雪のため中止 )

17 平成30年 3月 1日 (木 ) 卒業証書授与式 本校第一体育館 本部より会長以下 6名 出席

18 平成30年 3月 12日 (月 )

春の全国高校選抜

大会出場選手激励
市役所 会長出席
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平成29年度 決算書

1通常会計

H29.4.1-H30,3.31

石川県立小松工業高年学校同窓会

収 入

項  目 H29年度予算額 H29年度決算額 比較増減 摘    要

繰越金 92.225 92.225 ０

一
型年度会計より繰り越し   _

会 費 460,00o 0 2,000円 ×230A

総会参加量 △ 47:000

`級
入金 1.681.755 1 △ 1.755 特別会計より繰り入れ

雑収入 20 預金利息、常任理事会・継会祝儀

常任理事会参加壼 150,000 1361000 △ 14,000

7歓送迎会参加費 0 0 0

合  計 2.864.0001 2.326.228 △ 37,772

__帷 1関西亜
。自山能美量 _

_」 望 型 1菫劉,_型壁 ______
___=笙型コ鯉坦墨饉壁量2並量生三______

壁 当‐ ________

H29年度決算を監査したところ、相連ない事を認めます。

平成∂ 年́ ダ 月ノ率日
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平成29年度 決算書

2特別会計

H29.4,1～ H30.3.31

石川県立小松工彙高等学校同意会

入

・
　

収

項  目 129年度予
=額

H29年度決算額 比較増減 摘   要

1事業費 1,000,000 171:050 △ 828.944 80周年事業準備

2教育振興費 300_000 300,000 0 部活動応援費

3組り出し金 1,681,755 168住000 △ 1.755 薇 堂 会 針 へ 饉 ιf出 i

次期繰越金 7.404.248 8.294.930 830.682 H30年度組入金

合  EI       1     10.446.003 10,445。 986 △ 17

H29年度決算を監査したところ、相違ない事を認めます.

平成Jク年ダ月ノダ日

監事力つ艦υ :
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平成 30年度 石川県 ]

役職名 氏 名 クラス名

名誉会員 長田 良一 S31・ 実E4

岡綺 三也 S37・ りにE10-2

明福 憲一 S40・ ヨぎM13-2

中野 孝一 S41 ・ コユEl-2

直江 善之 S49・ コニM9-2

宮越 幸一 S52・ ]lM12-2

※久保 均 S53・  EM13-2

山本 政博 S54・ EEM14-2

会 長

名誉会長

宮川 吉男 342・ Ty,_3

林  純一郎 学校長

顧  問 嶋  信二 Ⅱ Ml

南  俊明 319・ L41

中  誠治 S21 ・ E4

松村 芳明 S28・ 夢ヒEl

中出 忠夫 S29。 IE2
福田 耕三 532・ IM5
村先 憲之

'41・

IEl-2

参  与 ※宮下 章宏 S35。 実M8

※蔵藤 憲二 337・ 実E10-1

井出 善昭 538・ 実Mll-1

※村田 輝好 339。 実E12-2

浅野 昭利 S40・ ヨロM13-1

辰 川 志郎 S42・ 工M2-3

林  茂信 S43・ 工ICl

米光 勲 S47・ IC3

※中谷 善英 S49。 工 E9-1

北嶋 章光 351 ・ コEC7

田中 策次郎 S54・ IM14-1

副会長 北川 辰夫 341 ・ コEEl-1

舟木 敏博 S41 ・ コこEl-3

山崎 秀雄 344・ IAl

岡本 敏 346・ ]=A3

中島 俊幸 346・ 工C2

谷  健一 S58。 ]EC14

※山本 誠一 S59。 IE33

庶 務 中森 茂範 S42。  コ
~M9-1

太田 秋正 S42・ コEM2-4

会 計 林  國夫 S42・ コEM2-3

監 事 家出 峻 S37・ 実E10-2

本田 勝 己 H2・ ]lE25-1

中京支部長 藪  卓二 S46・ ]lM6-1

関西支部長 黒田 幸夫 S40。 実E13-2

関東支部長 石川 隆治 S39・ 実M12-2

金沢支部長 坂 ロ 正紀 S34・ 実E7

自山機美支部長 沢田 貞 S46・ IA3

加賀支部長 辰川 志郎 S42・ IM2-3

庶務 (学校) 額見 弘司 S47・ IM7-2

辰巳 昇 S54・ IM14-1

会計 (学校) ※深澤 博之 S59・ IC17

岩田 綱紀 Hl・ ]EE24-1
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平成 30年度 石川県立小松」

役  職 氏  名 クラス名

常任理事 北村 昭栄 317・ 晨② l 9

田中 良弘 322・ I M5 9

埴田 悧 322・ E5 9

中 田 賓 3260高農3 9

石野 稔 S290実 W2 9

山下 軍二 S32・ 写ヒM5 9

早戸 武志 537 0 gEE10-2 9

塚谷 義昭 5390りにM12-2 9

橋川 正一 S42・ コlM2-3 9

田 外代次 S42・ IM2-4 9

中島 潤一 5440 ~EAl 9

山本 美昭 3440]EM4-3 9

中川 清典 S44・ コEE4-1
９

二

Ｑ

〓

ｇ

二

０

〓
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〓

Ｃ

〓

Ｃ

〓

Ｃ

〓

Ｃ

〓

Ｃ

〓
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〓

く

１

く

１
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１
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〓
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〓

‘

ピ
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】

‘

．

一

１

一

１

一

―

ロ

ー

山本 修 S440 EE4-2

塚谷 里美 S44・  EAl

太田 博範 S45・ ヨEM5-2

多保田 恭子 S46・  EE6-1

宮本 紀美 S46・ ]EIC4

田中 ひろみ S460]EA3

橋本 達也 S49・ ]EA6

小野森 浩之 S51・ 工Mll-1

中川 利志彦 S520 コニE12-1

福嶋 設博 S54・ _EM14-2

下原 毅士 S55・ 工 A12

二木 啓太 S550_EIC13

中川 貴博 S56・ ]ET16

浜  勝裕 S570]EA14
:西 一明 S580 EM18-2

小嶋 敏明 S590 ~EE19-2

山本 玲子 S59・ 工A16

水 口 卓爾 S60・ 工 A17

藤島 清春 S62・ ]ET22

可貴 幸夫 S63・ ~EE23-1

山下 基博 S63・  コEC19

幸西 秀明 Hl ・ ]EM24-2

山本 健司 H2・ ]EA22

野口  繁 i30]EM26-2

舟津 伸高 i4・  EE27-2

黒内 康影 i6・ _EIC27

土山 隆弘 170コEC26

山下 千秋 1100コlA30

山本 一好 112・ _EA32

須藤 菜緒 116・ ]二A36

中山 誠 1250 コニM48

作本 凌 126・ ]EK4-1

魚岸 聖史 127・ ]EM50

谷  祐介 I1280工 E51

※山口 龍哉 H290工 B3

※「 藤 英輝 I130。 工M3

常任理事

(学校)

関戸 賢一 5520]EC8 (学校)

中谷 昌和 I17・  ヨlA27 (学校)

佐藤 宏樹 H19◆  EM42 (学 校)
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石川県立小松工業高等学校同窓会 平成30年度事業計画 (案)

年 月 日 事 業 名 場 所 内 容

平成30年 4月 9日 (月 ) 入学式 本校第一体育館 本部より会長以下 5名出席

2 平成30年 5月 12日 (土 ) PTAS会 本校第一体育館 会長出席

3 平成30年 6月 8日 (金 ) 常任理事会準備会 同窓会館
会長以下 5名出席予定

80周年役員、学校庶務出席予定

4 平成30年 6月 23日 (土 )

常任理事会、

新旧教職員歓送迎会
諏訪会館

本部役員、県外支部 1名 (関西)、

常任理事出席予定

5 平成 30年 7月  1日 (日 ) 自山能美支部総会 川北町 喜水苑 本部より会長以下 5名出席予定

6 平成30年 7月 13日 (金) 総会準備会 同窓会館
会長以下 5名 出席予定、

学校庶務 1名 出席予定

7 平成30年 7月 21日 (土 ) 総会 諏訪会館
本部役員、常任理事、各支部長、

会員出席予定

8 平成30年 8月 5日 (日 ) 中京支部総会
名駅

エルホールダイニング

本部より会長以下 5名 出席予定、

学校より2名 出席予定

9 平成30年 8月 末日 会報 第2号発信 同窓会館
本部役員、編集委員、

80周年記念事業役員参加

10 平成30年 9月 5日 (金) 体育祭 本校グラウンド 会長出席予定

平成30年 10月 20日 (土) 関西支部総会 大阪第一ホテル
本部より会長以下 5名 出席予定、

学校より2名出席予定

12 平成30年11月 2・4日 (土 ) 関東支部総会 東京グリーンパレス
本部より会長以下 5名出席予定、

学校より2名出席予定

13 平成31年 1月 25日 (金 )

関東・中京・関西支部

学校訪問
同窓会館 会長出席予定

14 平成31年 3月 1日 (金) 卒業証書授与式 本校第一体育館 本部より会長以下 5名出席予定
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1)収入

2)支出

平成30年度 予 算 書 (案 )

1.通常会計

平成30年 4月 1日 ～平成31年 3月 31日

右川県立小松工業高等学校同窓会

単位 :円

項  目 H29年度予算額 H30年度予算額 比較増減 摘 要

1繰越金 92,225 327,795 235,570 H29年度会計より繰り越し

2会 費 460,000 462,000 2ρ∞ 2,000円 X231人

3総会参加費 480。000 600,000 120,000 6,000円 X100人

4繰入金 1,681,755 1,531,185 △ 150,570 特別会計より繰り入れ

5雑収入 20 ｎ
υ

●
‘ 0 預金利息

6常任理事会参加費 150,000 150,000 0 5,000H X 30人

7歓送迎会参加費 0 0 0 常任理事会参加費に含む

合  計 2,864,000 3,071,000 207=000

単位 :円

項  目 H29年度予算額 H30年度予算額 比較増減 摘 要

1総会費 1,120,000 1,120,000
ｎ
ｕ 会場費、講演謝礼金、飲食費等

2会議費 400,000 400,000
ｎ
ｕ 常任理事会・支部総会費

3支部振興費 400,000 400,000 関東・関西・中京・白山能美・加賀

4慶弔費 2∞1000 200,000 0 餞別、番典等

5旅費 2∞,000 380,000 180,000 支部総会の旅費など

6卒業記念費 37,000 38,000 1,000 賞状用簡

7人件費 96,000 96,000 0 事務局員手当て

8事務費 52,000 52,000 0 HP維持費、封簡、その他

9広告費 35,000 35,000 0 高校野球新聞広告

10歓送迎会費 0 0 0 常任理事会に含む

11会報発行 324,000 350,000 26,000 印刷費、郵送費

12次期繰り越し 0 0 0

合  計 2,864,000 3,071,000 207,000
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1)収入

2)支出

平成30年度 予 算 書 (案 )

2.特別会計

平成30年4月 1日 ～平成31年 3月 31日

石川県立小松工業高等学校同窓会

単位 :円

項  目 H29年度予算額 H30年度予算額 比較増減 摘   要

1繰越金 9,755,978 8:294,930 △ 1,461,048 H29年度会計より繰り越し

(普通預金) 2,6551617 1,194,569 △ 1,461,048

(サラト担保) 100,361 100,361

(ゆうちょ定期) 7,000,000 7,000i000 0

(70周年記念残金) 0 0 0

2入会金 690,000 693,000 3:000 3,∞0円 X231人

3雑収入 25 25 0 預金利息

合  計 10,446,003 8,987,955 △ 1,4581048

項  目 H29年度予算額 H30年度予算額 比較増減 摘   要

1事業費 1,000,000 1,000,000 0 80周年事業準備 (新聞広告、HP等 )

2教育振興費 300,000 300,000 0 部活動応援費

3繰り出し金 1,081,755 1,531,185 △ 150,570 通常会計へ繰り出し

`次
期繰越金 7,464,248 6,156,770 △ 1,307,478

合  計 10,446,003 8,9871955 △ 1,458,048
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一石川県立小松工業高等学校創立80周年記念事業一

孵
同窓会の皆さまには、ますますご清栄のことと、お慶び申し上げます。

さて、我々の母校 石川県立小松工業高等学校は、地域産業界の要望を担い工業

振興に貧献する崇高なる目標達成のため、昭和 14年に創立されて以来幾星霜、

第 2次世界大戦を挟み戦後の学制改革等で、幾多の変遷を重ねて参りました。
県立小松工業学校から県立総合制小松高等学校,県立小松実業高等学校,そ して
現在の石川県立小松工業高等学校と校名改称の歴史を刻み、平成 31年で11立
80周年を迎えることとなります。

同窓生も平成 29年度末で17、 756名 を数え、各界各層で活躍する前途

有為の人材を輩出していますことは、識に喜びに堪えません。

平成 29年度同窓会総会におきまして、創立80周年の記念事業の企画と実行

委員長の選出を諮りましたところ、満場一致の賛意を頂くことができました。

速やかに記念事業実行委員を選出し、事業計画案を同窓会役員,常任理義 クラス

理事各位にご提示し、母校のよリー層の発展と地域社会に役立つ人材育成のため

総力を結集することとしました。

母校創立80周年を迎えるに当たり、下記記念事業の趣旨をご賢察の上、応分
のご芳志を賜りますよう、ここに同窓生各位にお願い申し上げる次第です。

末筆ながら、諸氏の一月のご健勝とご活躍を祈念申し上げ、石川県立小松工業
高等学校倉1立 80周年記念事業の趣意と致します。

敬具

記

一、記 念 事 業
・ 記 .念 式 典  伴毅体講 平成31年10月 19日 (土盪予定)

・ 記  念  講  演  ※人間国宝 中野孝一さん(S41.3第 1回電気科事業)を予定しております。

0 記 念 祝 賀 会   (会場はホテルサンルーM松 で平成31年10月 19日 (土)を予定)

。 記念特別事業  (教室内大型ディスプレイ殷置・校外移動用車酢 同窓会館リフォーム)

※日程等につきましては、同窓会ホームページでもお知らせしています。

募 金 目標 額

募  金  額

納 入 方 法

一
一
　

〓
一　

四

五

　

エハ

募 金 期 間

募金対象者

金 3,800万円

一日 5,000円としますが幾日でも結構です。

同卦の振替用紙をご利用ください。(推奨)

(全国の郵便局。ゆうちよ銀行でご利用で嗜ます。)

日座 記 号 番  00740-2-42278
加 入 者 名 石り|1県立小松工業高校創立80周年記念事業
(学校でも平日16時犠で随時受け付けます。中 催当日も承ります。)

平成31年 3月 末日までにお願い致します。

旧小松工業学校、旧小松農業学校
旧小松高校農業 0機械・電気・紡織各科
旧小松実業高校工業各科・農業科
小松工業高校全卒業生

以上

石川県立小松工業高等学校創立80周年記念事業
実 行 委 員  村 先 憲 之
同 窓 会 会  官 り|1吉 男
学 校 長  林  純一郎
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御 中

石川県立小松工業高等学校

平成 30年 6月 吉日

石川県立小松工業高等学校

創立 80周年記念事業実行委員会

実行委員長 村先 憲之

同 窓 会長 宮り|1吉男

学 校 長 林 純一郎

創立 80周年記念事業への御協力お願い

小松工業高校の前身である小松工業学校は、昭和 14年 (1939年 )の春、創立されま

した。

この時期、日本は日中戦争の長期化で国内経済が行き詰まり、情勢の打開を南方進出

に賭け、対米英戦争に突入しようとしていました。

このような厳しい状況下で「工業は国を富ます 基 である」との強い信念を持って工

業教育の必要を説いた竹内明太郎さん (小松製作所創業者)の遺志が建設費の拠出とい

う形で活かされ、小松工業学校が誕生したのです。

こうした先人の卓見に対し、私たちは心から敬意を表し感謝に堪えません。

さて、こうして生まれた小松工業学校が第 2次世界大戦など幾多の変遷を経て、来年、

満 80歳の傘寿を迎えることとなりました。

この80年間に卒業生は実に一万七千七百人余を数え、四分の二相当の一万三千人余

が県内に居住しています。また、本校卒業生の大半が地元企業に就職しています。

小松工業高校は3年間、機械・電気や建設・材料化学など専門技術を学んだ生徒を、

進んで受け入れて下さる地元企業の皆さま方と、見事な互恵関係を築いています。

また本校は文化・スポーツ面でも活発で、礼儀正しく質実剛健な生徒が多く、私たち

は同窓の先輩として、中学生が小松工業高校へ入学を希望し、卒業後も誇りが持てる母

校であることを願つています。

さらに就職した企業からも「感謝される」、そんな生徒が育つ母校にと、日々研鑽を

重ねています。

そこで私たちは創立 80周年記念事業として後輩に何を残せるかを考えました。

伝統ある小松工業高校の在校生は勿論、今後入学して来る生徒たちが、この学校に入

つて良かつたと実感できるものとして、部活動振興事業を中心に教室内大型ディスプレ

イ設置・校外移動用車両をメインにしました。

そのほか同窓会館のリフォームや記念誌発行、記念講演や記念式典などを行います。

貴社に於かれましては、景気回復基調にあつても心苦しいお願いですが、有能な工業

技術者を育てる学校づくりに、是非ともご理解を賜り、賛助金のご協力をお願い申し上

げます。                                 以上
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石川県立小松工業高等学校創立80周年記念事業工程表
平成30年6月 13日

実行委員会
同窓会

事務局
式 興
番 目会

記念事菜
委 邑会

覇
会員

総
墨

金
会員

募
委

記念誌
委員会

HZ9 8月

9月

10月

11月

12月

甲備会 8.8

実行萎 員会 8.24

学校側委員要謂

印鑑・ゴム印

=8.22 訪間企業リスト

領収書
通帳

記念講演者要請

加賀支部設立 式典日にち検討 会員リスト

関西支部総会

幹部忘年会

趣意書作成

H30 1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

実行委員会 1.29 第1回会議 1.18 記念事業決定 医意書決定 第1回会議 1.24

支部長会議 2.8 腱薇壼1いう番だ豊2.28

第2回会議 4.16

式上 日を決字
記念パーテイ会場検討・決定
記念講演会場綸討・決定 4.26学校打合せ

役員会 5.14

第3腫]4告書崖5.24

訪間企業分担

第2回会議 5.2“

常任理事会6.23

実行委員会 6.28 第1回会議 6.13

自山能美/総会7.1

同窓会総会 7.21

記念式典内容リ討 企業訪問
第1国会議

中京/総会8,5 企業訪問

原稿依頼

関西/総会 10.20

関東/総会 11.2`

沼待者リスト作成

記念品選定

H31 1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

記念式典決定 招待者決定

記念品決定 記念誌作成

記念事業発注 昭待状発送

中京支部総会 式典パンフ作成

白山能美支部総会

記念事業進呈 硝行 看 出欠 確 爾
会目・牛 4・摯律

募金最終

■総会 10.19 記芯再興・諄額

記念パーティ

記念誌発行

関西支部総会 反省会 礼状発送

MEMO
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